














































































































対する抗体 OC125の 90Y標識 (1mCiトレーサー
量)を腹腔内に投与し,その体内分布と被曝線量を
計算していた｡
以上のゲストスピーカーもさることながらプレナ
リーセッションでも興味ある発表がつきなかった｡
紙面の都合,それらは割愛させていただきます｡常
日頃,われわれだけで RID の基礎的検討をしてい
ると,その発展性や臨床応用に悲観的にならざるを
えないのだが,この会議に参加してみて,研究者の
活発な討論や企業もかなり腰を入れている点を見聞
きすると,あらためてアメリカの強大なパワーを感
せずにはおれず,また楽観的な意欲が湧いて帰国の
途についたしだいである (いつもの米国SNM 出席
の時の心境のくり返しではあるが)0
